
経営技術課　生産環境係

（TEL：099-286-2891）

○　テーマ

○　調査の目的

○　実施月 令和５年５月

○　調査対象者数 ２００人

○　回答者数 １３１人（６５．５％）

問１ 農産物の購入でよく利用する方法は。

問２ 農産物を購入する際に気をつけていることは。（複数回答）

問３ 有機農業を御存じですか。

令和５年度第１回県政モニター調査結果

『環境との調和に配慮した有機農業』に関する県民の意識調査

有機農業に関する調査を実施し，環境との調和に配慮した産地づくり
の推進の参考とする。
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29
94

その他

農家からの直接購入

インターネット

生協などの宅配

農産物直売所

スーパーマーケットなどの量販店
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28

42

49

83

93

124

その他

生産履歴が分かる

栄養価が高い

産地や生産者の顔が見える

地元産である

値段が安い

新鮮である
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31

99

知らない

聞いたことはあるが，よく知らない

知っている

・大きくなりすぎて（肥料が効きすぎて）いないか

など

(71.8%)(22.1%)

(4.6%)

(1.5%)

(75.6%)

(23.7%)

(0.8%)

(94.7%)

(71.0%)

(63.4%)

(37.4%)

(32.1%)

(21.4%)

(3.1%)
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問４ 有機農産物のイメージとして当てはまるのは。（複数回答）

問５ 有機農産物を購入したことは。

問６ 有機農産物の購入でよく利用する方法は。

問７ 今後も有機農産物を購入したいですか。
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23

38

46

67

74

96

109

その他

品揃えが少ない

栄養価が高い

美味しい

生産が大変

値段が高い

環境にやさしい

安心・安全
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96

15

購入したことがない

時々購入する

よく購入する

0

2

4

5

6

36

58

その他

インターネット

農家からの直接購入

有機農産物の販売専門店

生協などの宅配

農産物直売所

スーパーマーケットなどの量販店

10

2

71

47

購入しない

これまでより購入量を控えたい

これまでどおりの量を購入したい

購入量を増やしたい

・生産者によって千差万別 など

（無回答：1）

問８へ

(11.5%)

(73.3%)
(15.3%)

(36.2%)

(54.6%)
(1.5%)

(7.7%)

(52.3%)

(32.4%)

(5.4%)

(4.5%)

(3.6%)

(1.8%)

(83.2%)

(73.3%)

(56.5%)

(51.1%)

(35.1%)

(29.0%)

(17.6%)

(2.3%)

問６へ
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問８ 有機農産物を購入したことがない（控えたい，しない）理由は。
（複数回答）

問９ 多くの人に有機農産物を購入してもらうため必要なことは。
（複数回答）

問10 「みどりの食料システム戦略」を御存じですか。
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0

1

2

2

4

11

その他

美味しくない

見た目がよくない

欲しいものが少ない

魅力がない

お得感が少ない

身近で手軽に購入できない
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38

43

65

70

79

79

96

その他

栄養価の高さ

おいしさ

品揃えの多さ

環境への配慮の度合いがわかる表示

産地や消費者の情報

価格の安さ

近所や買いやすい場所での販売

94

27

9

知らない

聞いたことはあるが，よく知らない

知っている

・自給，友人や知人からもらう

・有機農産物じゃなくてもいい

・購入したいが値が高い など

・安全性

・作る人の話を聞いたり普通の野菜

との違いを学ぶ機会を増やす など

（無回答：1）

(6.9%)

(20.8%)

(72.3%)

(91.7%)
(33.3%)

(16.7%)

(16.7%)

(8.3%)

(50.0%)

(73.3%)

(60.3%)

(60.3%)

(53.4%)

(49.6%)

(32.8%)

(29.0%)

(3.8%)
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問11

（多くの御意見・御要望をいただきました。一部のみ掲載します。）

　県や農業団体が常日頃、環境に配慮した農業について情報提供することで正しい知識を
消費者や生産者に与えることが必要だと思います。

環境に配慮した農業（有機農業や化学肥料・化学農薬の使用量低減）の取
組について，御意見・御要望等ありましたら記入してください。

　環境に配慮した農業だけでなく、日本の農業の現在や未来を学べる機会を増やしてくだ
さい。また楽しく買える工夫を考えて。大半の消費者を「知っているつもりでも思い違い
をしている」ことが多いと心配します。

　環境に配慮した農業に取り組むことで、どのように環境にいいことがあるのか具体的に
知りたい。それを知ることができれば、野菜を買うことで環境にいいことができると購買
意欲が湧くと思う。

　有機農業と一括りにしましても、生産体系には差があるのが実状であり、有機＝良、農
薬使用＝悪という単純なものではないことを消費者へ届ける取組も必要かと思います。

　本当の意味で有機栽培の有効性はよく理解していません。なんとなく、身体に良い、環
境に良いしかし手間がかかる程度です。有機栽培でブランド野菜をある程度大量に生産出
来る方法があれば良いですね。

　有機野菜など、環境に配慮した商品は、栄養価も高く安心安全な、素晴らしい商品だと
理解はしているも、それ以外のものと比べると、購入できる場所や量が限られていて、価
格も高めなものが多く、なかなかすべてをそろえることが難しいのが現状である。できる
かぎり同じ価格で同じ量で、どこでも欲しい時に購入できるようになれば、購入する私た
ちの選択肢が広がり、普段の食卓にも取り入れやすくなると思う。そうなってほしい。

　販売店でのアピール（具体的な取り組み）をもっと目に見える形でお願いしたいです。
買い物する時はゆっくり見る時間はあまりないのでインパクトが大事だと思います。

　消費者の行動として、有機農業の農産物とそうでない農産物に、品質の差がない（ない
ように見える）ならば、価格の安い農薬使用の農産物を購入することになるはずです。し
たがって、有機農業の農産物の販売促進をするのならば、それらは「全くの別物である」
ということを強調して付加価値を付けることが肝要だと考えています。

　有機食材の給食を取り入れているところもあるようだ。本県も環境に配慮した農業を発
展させて、子供たちに安心安全の食べ物を提供してほしい。

　環境に配慮した農業に取り組めば、生産量が減るし、形状にもばらつきが出てくると思
う。生産量が減った分、多少価格が上がっても仕方がない。また、形状のばらつきは農産
物であれば当然のことで、重量で売れば済む。家庭で使う野菜においては、袋のなかに大
小があっても何ら問題ない。

・有機農業を増やすために経営が軌道にのるまでの支援をお願いしたい。
・慣行農家と有機農家の調和を行い、有機農業をやりやすい環境づくりが必要かと思う。
・慣行農家から有機農家への転換を進める。このためには有機農業経営が安定したもので
なくてはならないと思う。
・消費者へ有機農産物のよさをもっと知ってもらうことも必要かと。

　農家が年々減っている、収入に見合わない過酷な労働かもしれない。でも農業は国や県
を支える大事な産業だ。農家の声を聞き本当にがんばっている農家の支援を県にはしてほ
しいと思う。

4


